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厚生労働省が定める掲示事項 

 
当院は、厚生労働大臣が定める基準に基づいて診療を行っている保険医療機関です。 
 
医療安全管理体制について 
当院は、厚労労働大臣が定める医療安全管理体制の基準を満たしております。 
 
電子的診療情報連携体制整備加算について 
当院では、マイナ保険証やオンライン資格で確認できる情報を診療に活用できる体制を整
えています。また、マイナ保険証の利用促進、明細書の無償発行、医療 DX を通じた質の高
い医療の提供に取り組んでいます。 
これにより、当院では厚生労働省の定める施設基準に基づき、診察料に対して、「電子的診
療情報連携体制整備加算」を算定することがあります。 
 
・初診時：電子的診療情報連携体制整備加算３ 4 点 (月 1回) 
・再診時：電子的診療情報連携体制整備加算  2 点 (月 1回) 
 
時間外対応体制加算 1 について 
当院が通院中の患者さまに対して診療時間外でも緊急の対応ができる体制を整えているこ
とを評価した加算です。再診料を算定するすべての患者さまが対象となります。 
 
一般名処方加算について 
当院では、後発医薬品の使用促進を図るとともに、医薬品の安定供給に向けた取り組み等を
実施しております。現在、一部の医薬品について十分な供給が難しい状況が続いております。
当院では、後発医薬品のある医薬品について、特定の医薬品名を指定するのではなく、薬剤
の成分をもとにした一般名処方(一般的な名称)により処方箋の発行を行う場合があります。
一般名処方によって特定の医薬品の供給が不足した場合であっても、患者様に必要な医薬
品が提供しやすくなります。一般名処方について、ご不明な点等がありましたら診察室にて
ご相談ください。ご理解の程よろしくお願いいたします。 
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長期収載品(先発医薬品)の処方について 
令和 6 年 10 月から後発医薬品(ジェネリック医薬品)があるお薬で、先発医薬品の処方を希
望される場合は、調剤薬局にて特別の料金をお支払いいただくことになります。 
※先発医薬品を希望された場合は、患者さまの自己負担額が高くなることがあります 
※医師が医療上必要と判断した場合や後発医薬品の在庫状況等をふまえ後発医薬品の提供
が難しい場合は、保険給付での処方が可能となります。 
当院では、お薬の処方は特別な理由がない限り院外処方です。(調剤薬局での処方) 
医薬品の流通や調剤薬局での在庫状況等をふまえ、令和 6 年 10月よりすべてのお薬を一般
名(有効成分の名称)で処方させていただきます。 
なお、お薬に関するご相談は診察室にてお願いいたします。 
ご理解のほどよろしくお願いいたします。 
 
※一般名処方とはお薬の「商品名」ではなく、「有効成分」を処方箋に記載することです。
そうすることで供給不足のお薬であっても有効成分が同じ複数のお薬が選択でき、患者様
に必要なお薬が提供しやすくなります。 
※厚生労働省ホームページ『後発医薬品のある先発医薬品(長期収載品)の選定療養について』
をご参照ください。 
 
入院基本料について 
有床診療所入院基本料 1 
看護配置加算 1 
夜間緊急体制確保加算 
夜間看護配置加算 1 
医師配置加算 1 
看護補助配置加算 1 
ハイリスク妊娠管理加算 
電子的診療情報連携体制整備加算 2 
入院ベースアップ評価料 250 
入院時食事療養(Ⅱ)  
入院時食事療養費(患者標準負担額) 
一般・現役並み所得者 1 食あたり 550 円 
70 歳未満の低所得者、
70 歳以上の低所得者Ⅱ 

1 食あたり 270 円※ 

※過去 1 年の入院期間 90日以内 注)低所得者…住民税非課税の方 
 
1 日あたり看護職員を 7名以上配置しております。 
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基本診療科・特掲診療科の施設基準の届出について(令和 8年 6月 1 日現在) 
有床診療所入院基本料 1 
看護配置加算 1 
夜間緊急体制確保加算 
夜間看護配置加算 1 
医師配置加算 1 
看護補助配置加算 1 
ハイリスク妊娠管理加算 
妊産婦緊急搬送入院加算 
電子的診療情報連携体制整備加算 2(入院) 
入院ベースアップ評価料 250 
酸素の購入単価 
時間外対応体制加算 1 
電子的診療情報連携体制整備加算 3(外来) 
外来・在宅ベースアップ評価料(Ⅰ) 注の 5 
一般不妊治療管理料 
生殖補助医療管理料 1 
婦人科特定疾患治療管理料 
ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅰ) 
ハイリスク妊産婦連携指導料(Ⅰ) 
染色体検査(流産検体を用いた絨毛染色体検査) 
HPV 核酸検出及び HPV 核酸検出(簡易ジェノタイプ判定) 
胎児心エコー法 
 
当院は、京都府の周産期医療情報システムの利用及び下記の医療機関等と連携し周産期医
療を行っております。 
 
医療機関名 住所 連絡先 
京都大学医学部附属病院 左京区聖護院川原町 54 075-751-3111 
京都医療センター 伏見区深草向畑町 1-1 075-641-9161 
京都第一赤十字病院 東山区本町 15-749 075-561-1121 
京都府立医科大学附属病院 上京区梶井町 465 075-251-5111 
京都市立病院 中京区壬生東高田町 1-2 075-311-5311 
宇治徳洲会病院 宇治市槇島町石橋 145 0774-20-1111 
大津赤十字病院 大津市長等 1 丁目 1-35 077-522-4131 
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先進医療 
子宮内膜受容能検査(ERA) 
子宮内細菌叢検査(EMMA/ALICE) 
子宮内膜刺激法(SEET 法) 
二段階胚移植 
ヒアルロン酸を用いた生理学的精子選択術(PICSI) 
膜構造を用いた生理学的精子選択術(ZyMot) 
タイムラプス撮像法による受精卵・胚培養(タイムラプス) 
子宮内細菌叢検査 2(子宮内フローラ検査)  
抗ネオセルフβ2 グリコプロテインⅠ複合体抗体検査  
 
保険外併用療養費 等 
体外受精における精子凍結(医療上必要があると認められない、患者都合による精子の凍結・
融解) 
入院時の差額ベッド代 
 
※保険外診療費についてはホームページ内の料金表をご覧ください 
 
 
 
 
 

醍醐渡辺クリニック 


